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宇治市敬老会専用バス時刻表など

九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日

　○

一
足
早
い
八
月
十
七

日
に
、
池
本
市
長
は
百
一
歳
の
堀
田
さ
と
さ
ん

治
明
星
園
）
と
百
歳
の
東
田
治
恣
ん

1

1

1

－

―

を
訪
問
。

八宇

（
宇
治
蛇
塚
）

　
市
長
は
、
初
め
に
堀
田
さ
と
さ

ん
（
明
治
二
十
二
年
一
月
十
一
日

生
釜
訪
問
。
今
年
で
市
長
の
訪
問

が
六
度
目
に
な
る
堀
田
さ
ん
は
、

車
い
す
で
ニ
コ
ニ
コ
、
市
長
を
お

出
迎
え
。
「
昨
年
と
変
わ
ら
ず
、

お
元
気
で
何
よ
り
。
こ
の
ま
ま
健

康
に
気
を
付
け
、
来
年
も
笑
顔
を

見
せ
て
ぐ
だ
さ
い
」
と
の
市
長
の

言
葉
に
、
「
あ
ぴ
が
た
い
」
と
固

い
握
手
。
ま
た
、
市
長
が
「
お
得

意
の
鉄
道
唱
歌
を
歌
っ
て
ぐ
だ
さ

い
」
と
言
う
と
、
し
っ
か
り
し
た

音
程
で
、
元
気
に
歌
わ
れ
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
市
長
か
見

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
、
東

田
治
さ
ん
（
明
治
二
十
三
年
一
月

十
四
日
生
）
。
市
長
が
「
元
気
で
、

長
蛋
じ
て
ぐ
だ
さ
い
」
と
声
を

掛
け
る
と
、
「
あ
匯
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
し
っ
か
り
驀
揃
え
。

目
と
耳
が
少
し
不
自
由
で
す
か
。

　
「
の
ん
び
り
暮
ら
す
こ
と
が
、
長

寿
の
秘
け
つ
」
と
東
田
さ
ん
。
「
今

年
の
夏
の
暑
さ
は
こ
た
え
た
」
と

お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、
故
郷
の

新
聞
も
取
り
寄
せ
て
、
し
っ
か
り

読
未
れ
毒
了
。
近
所
へ
買
い
物
に

も
お
出
掛
け
に
。
い
つ
ま
で
も
、

お
元
気
で
１

　
　
　
　
　
　
・

　
こ
の
ほ
か
、
左
記
の
九
十
五
歳

以
上
の
人
に
も
、
記
念
品
を
お
贈

り
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

　
▽
大
内
亀
好
（
百
三
歳
、
市
内

最
高
齢
。
小
倉
町
蓮
池
）
▽
小
西

力
蔵
（
九
十
九
歳
、
羽
拍
子
町
）

▽
木
守
ヤ
ヱ
（
九
十
九
歳
、
大
久

保
町
大
竹
）
▽
國
友
み
今
泉
（
九

十
八
歳
、
宇
治
蔭
山
）
▽
吉
田
夕

子
（
九
十
八
歳
、
小
倉
町
寺
内
）

▽
長
渫
光
太
郎
（
九
十
八
歳
、
伊

勢
田
町
大
谷
）
▽
安
田
フ
サ
（
九

十
七
歳
、
菟
道
岡
谷
）
▽
塩
見
仲

蔵
（
九
十
七
歳
、
菟
道
車
田
）
▽

猪
瀬
き
ぬ
（
九
十
七
歳
、
白
川
山

本
）
▽
津
田
ミ
サ
ヲ
（
九
土
ハ
歳
、

▲市長から記念品を受け取る東田さん(写真左)

第４２回全国植樹祭　来年５月２６日に決定

明
星
町
）
▽
塩
尻
こ
と
（
九
土
ハ

歳
、
菟
道
谷
下
り
）
▽
松
本
ハ
ル

　
（
九
土
ハ
歳
、
宇
治
妙
楽
）
▽
宮

城
八
重
尾
（
九
土
ハ
歳
、
南
陵
町
）

▽
児
玉
標
節
（
九
土
ハ
歳
、
菟

道
岡
谷
）
▽
植
田
ゆ
孝
刄
（
九
十

六
歳
、
広
野
町
小
根
尾
）
▽
山
本

壽
（
九
土
ハ
歳
、
木
幡
平
尾
）
▽

近
謄
て
い
（
九
十
五
歳
、
伊
勢
田

町
遊
田
）
▽
新
開
な
を
（
九
十
五

歳
、
広
野
町
新
成
田
）
▽
西
村
そ

　
　
　
う
（
九
十
五
歳
、
天
神
台
）

　
　
　
▽
大
西
市
太
郎
（
九
十
五

　
　
　
歳
、
羽
拍
子
町
）
▽
林
つ

　
　
　
る
（
九
十
五
歳
、
五
ケ
庄

　
　
　
三
番
割
）
▽
藤
村
ヤ
ヱ
（
九

　
　
　
十
五
歳
、
木
幡
西
浦
）
▽

　
　
　
間
山
す
ゑ
（
九
十
五
歳
、

　
　
　
木
幡
桧
尾
）
▽
三
谷
静
子

　
　
　
（
九
十
五
歳
、
木
幡
南
山
）

　
　
　
▽
大
西
源
三
郎
（
九
十
五

　
　
　
歳
、
棋
島
町
外
）
▽
福
本

　
　
　
志
つ
江
（
九
十
五
歳
、
伊

　
　
　
勢
田
町
南
遊
田
）
▽
西
川

　
　
　
ア
イ
（
九
十
五
歳
、
木
幡

　
　
　
御
蔵
山
）
▽
川
那
辺
と
み

　
　
　
　
（
九
十
五
歳
、
木
幡
南
山

　
　
　
畑
）
▽
保
賀
千
代
（
九
十

　
　
　
五
歳
、
五
ケ
庄
折
坂
）
▽

　
　
　
森
下
マ
エ
（
九
十
五
歳
、

　
　
　
宇
治
壱
番
）
。

　
八
月
三
十
日
、
凹
国
土
緑
化

推
進
機
構
理
事
会
は
、
宇
治
市

で
開
ぐ
第
四
十
二
回
全
国
植
樹

祭
の
開
催
期
日
を
、
平
成
三
年

五
月
二
土
〈
日
間
と
決
罵
こ

の
通
知
を
翼
ぺ
池
本
市
長
は

「
期
日
が
決
ま
っ
て
喜
ば
し
い
。

ｍ
成
三
年
は
市
制
施
行
四
十
周

年
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
’
兄

と
と
も
に
、
成
功
に
壁
是
い
」

市立幼稚園

来年度の入園児募集

受け付けは10

月1.日
10^ 1 ･Z日言≪V.iS>

　
平
成
三
年
度
の
市
立
幼
稚
園

児
を
寡
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
対
象
・
：
○
１
年
保
育

（
５
歳
児
）
９
昭
和
6
0
年
４
月
２

日
～
6
1
年
４
月
１
日
に
出
生
の

幼
児
○
２
年
保
育
（
４
歳
児
）
ａ

昭
和
6
1
年
４
月
２
日
～
6
2
年
４

月
１
日
に
出
生
の
幼
児
（
申
し

込
み
時
に
、
保
護
者
と
と
も
に

市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
）

▼
募
集
園
名
・
募
集
人
数
・
：
下

表
の
と
お
り
▼
入
園
願
書
の
交

付
・
：
９
月
1
7
日
側
か
ら
入
園
希

望
の
幼
稚
園
で
▼
申
し
込
み
受

け
付
け
・
：
入
園
希
望
の
幼
稚
園

と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
四
十
二
回
全
国
植

樹
祭
宇
治
市
実
行
委
員
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
全
国
植
樹

祭
の
期
日
や
開
催
ま
で
の
残
日

数
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
開
催

気
運
か
盛
ひ
上
げ
る
た
め
、
八

月
三
十
一
日
、
市
役
所
玄
関
に

「
残
暦
表
示
板
」
夕
設
置
し
ま
し

ち

（
環
境
保
全
課
）

▲市役所玄関に設置された

　『残暦表示板』(8月31日)

へ
幼
児
同
伴
で
。
各
園
と
も
、
1
0

月
１
日
㈲
と
２
日
叫
、
時
間
は

応
募
者
が
募
集
人
数
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続
き
受

け
付
け
ま
す
▼
入
園
の
許
可
・
・
・

入
園
許
可
書
は
、
後
日
保
護
者

に
郵
送
。
応
募
者
が
募
集
人
数

か
王
回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で

決
定
し
ま
す
▼
問
監
Ｂ
ｔ
・
・
・

学
校
教
育
課
（
内
線
４
６
９
）
か

各
幼
稚
園
へ
。

　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

募集幼稚園名と募集人数

19f,
募集人数

所在地 電話番号

　μり　雑ぉ

具裔

　　○〃學　ｇ

Ｄ

to.児S歳児

大久保 60 豪I0 大久保町山ノ内３ 41-7224

神明 60 ※IO 宇治野神57 22-0495

甕宇治 60 ※10 五ヶ庄梅林官有地 31-8259

木幡 60 壷10 木幡松尾iT－1 32-9439
　　　　　　　　　　　　　　　　　 - ゝ

● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　Ｌ

国
勢
調
査

1
0
月
1
日
（
月
）

豪sat児は各園定数7o人ですが、うち60人は2年保tかふ

⑩

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1157

記
念
品
の
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
現
在
、

Ｉ

Ｉ

ｅ

ｌ

Ｉ

Ｉ

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
三
十
二

を

贈
っ
て

長

市
内
に
は
、

人
お

九
十

ら
れ
ま
す

し
し
し
し
し
し
し

し
し
し
し
し
し

　いつまでもお元気で

９月１５日から

老人福祉週間



1990年（平成２年）9月11日発行(2)りよだ父

デイサービス

　年をとって部屋に閉じこも

りがちな人や、身体が不自由

なお年寄りを、車で施設へ送

迎し、入浴・食事・レクリエ

ーションなどを日帰りで楽し

んでいただくと共に、介護家

族の負担を軽くしようとする

ものです。

〈利用料〉

　１日1,100円

　(ただし、無料の場合もあります)

お
年
寄
り
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
厚
生
省
の
発
表
　
一

で
は
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
七
十
五
・
　
一

九
一
歳
、
女
性
八
十
一
・
七
七
歳
と
世
界
一
の
長
　
一

寿
に
。
一
方
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
ね
た
　
一

き
り
、
痴
呆
性
老
人
な
ど
日
常
生
活
で
社
会
的
　
一

援
助
が
必
要
な
人
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
　
一

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
健
康
で
安
心
で
き
る
老
　
一

後
を
目
指
し
て
、
老
人
福
祉
の
諸
制
度
を
設
け
　
一

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
　
一

は
、
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
３
３
３
）
へ
。
　
　
　
一

▲みんないつしよにいただきます/(デイサービスセンターで)

　お年寄りの身の回りのことやいろいろ

な相談など、家庭奉仕員（ホームヘルパ

ー）がお宅にうかがってお世話します。

〈サービスの内容〉

●食事の世話、掃除、洗たく、身の回り

の世話などの家事と介護

●生活や身の上のことについての相談や

助言

し､無料の場合もあります）

〈利用料〉

　所得税に応

じて、１時間

無料～650円

　
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
雪
兄
の
労
百
を

ね
が
ら
い
、
敬
老
の
日
を
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

敬
老
会
忿
曹
羊
す
。

　
敬
老
会
は
、
九
月
十
五
日
幌

午
前
０
　
部
（
午
前
十
時
～
正
午
）

と
午
後
の
部
（
午
後
二
時
半
ト

四
時
半
）
の
二
回
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
参
加
を
甲
ト
込

書
れ
た
人
に
は
、
既
に
案
内
の

は
が
き
を
お
送
り
し
て
い
ま
ず
。

　
当
日
は
、
米
寿
記
念
品
贈
呈

な
ど
の
式
典
の
後
、
宇
治
市
少

年
少
女
合
唱
団
に
ょ
ゑ
鴫
や
、

青
芝
フ
″
ク
ー
キ
ッ
ク
（
漫
才
）
、

春
風
.
ｒ
ｖ
M
　
(
も
の
が
た
り
演

歌
）
、
天
龍
三
郎
（
浪
曲
）
の
プ
ロ

出
演
者
に
ょ
る
芸
能
シ
ョ
ー
を

楽
兄
で
い
た
だ
章
孝
ｙ
。

　
〈
記
念
品
〉

　
参
加
者
全
員
に
記
念
品
（
紅

白
ま
ん
じ
ゅ
う
）
奎
用
意
し
て

い
ま
ず
。
お
送
り
し
て
い
未
了

案
内
の
は
が
き
夕
受
付
で
お
渡

し
ぐ
だ
さ
い
。

〈
送
迎
専
用
バ
ス
〉

　
敬
老
会
当
日
、
午
前
・
午
後

の
部
に
合
わ
せ
て
、
橘
共
ス

を
運
行
。
お
帰
り
の
際
も
、
敬

老
会
終
了
後
に
運
行
し
乖
ゐ

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
停
留
所

ご
乗
車
の
際
は
、
必
ず
係
員
の

指
示
に
従
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。
な

お
、
交
通
事
情
な
ど
で
多
少
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ホ
チ
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■--･-■･･--･･･

シ

…………..:

停留所 午前 午後

中　住　宅 8 :50 13: 15

御　蔵　山 8:51 13: 16

西　住　宅 8:52 13: 17

幼稚園前 8:53 13: 18

御　　　園 8 :54 13: 19

町　　　並

(長谷川コーヒー皿前) 8:56 13: 21

御蔵山参道 8:57 13: 22

木　　　幡 8:58 13: 23

木幡山手町 8:59 13 : 24

南　木　幡 9:00 13: 25

病　院　前 9:01 13: 26

黄　　　槃 9:02 13: 27

平　野　町

(重永医院前)
9:03 13: 28

菟道高校 9:06 13: 31

隼　上　り 9:09 13: 34

新　　．田 9:04 13: 29

森　　　本 9:05 13: 30

三　室　戸 9:06 13: 31

停留所 午前 午後

宇治車庫 9:00 13: 30

京阪宇治 9:01 13: 31

宇治橋酉詰(都計道路) 9:03 13: 33

J R宇治駅 9:04 13.:34

総合庁舎 9:05 13: 35

宇治市役所 9:06 13: 36

停留所 午前 午後

志　津　川
(竹久酒店前) 9:00 13:30

白　　　川
（茶研入口） 9:05 13: 35

停留所 午前

笠取小前 8 :40

称名寺下 8 :45

停留所 午前 午後

目　　　川 8:55 13: 10

大　河　原

(京阪宇治交通) 8:57 13: 12

横島小学校 8:59 13: 14

棋　　　島 9:01 13: 16

中　研　前 9:02 13: 17

宇治橋西詰　（県通り） 9:04 13: 19

県　神　社 9:05 13: 20

1158

i故などで緊急に助け

1寄りが身につけてい

タンを押すと、電話

i報され、協力者や救

1けられるものです。

〈費　用〉

　所得税に応

じて、一部ま

たは全部

　(ただし、無

料の場合もあ

ります)

し
～
一
｝ ヴ

ｙ

゛

路葬祭・旅行などで

1や痴呆性などのお年

きない場合、施設で

し､無料の場合もあります）

．ている家族の人に、

二滞在し､‘介護の方法

、のです。

敬老会で

楽しい一

日を

敬
老
特
集
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

家庭奉仕員（ホームヘルパー)

専
用
バ
ス
時
刻
表

東
宇
治
方
面

宇治方面

笠取方面

志津川方面

目川方面



正市治宇（3) 第893号

ショートステイ

　家族が病気・冠i

一時的に，ねたきt，

寄りのお世話がで

お世話します。

〈利用料〉

　１日　1.890円(たた

　
　
ｒ
肖
　
　
　
ヽ
々

臨
調

ほかにも…

ホームケア

　お年寄りと介護し

短期間老人ホームに

を学んでいただく七

〈利用料〉

　１日1.890円(ただ

口介護者教室

口介護者リフレッシュ事業

口機能回復訓練事業

口保健婦・看護婦の訪問指導

シルバーホン

　突発的な病気や確

を求めたい時、お年

るペンダントのボ:

回線を通じて緊急迢

急車による救護カ畷

停留所 午前 午後

浮　　　面 8 :50 13: 10

名木北口 8:51 13: 11

西　小　倉
(,旧伊勢田) 8:52 13: 12

北山住宅 8 :53 13: 13

小倉住宅 8:55 13: 15

近鉄小倉 8:57 13: 17

小　　　倉 ･8 :58 13: 18

蔭　　　山 8:59 13: 19

宇治郵便局 9 :00 13: 20

ユニチカ 9:01 13: 21

停留所 午前 午後

三　軒　家
(京阪バス停) 9:00 13: 10

停留所 午前 午後

名　　　木 8:50 13: 20

緑　ヶ　原 8:52 13: 22

国道大久保(上新電機前) 8:56 13: 26

国道伊勢田(京阪バス停)
8 ."59 13:29

停留所 午前 午後

日産車体 8 :50 13: 10

緑ヶ.原口 8 :51 13: 11

近鉄大久保 8 :53 13: 13

J R 新田(中西石油前) 8:54 13: 14

城南高校 8 :55 13: 16

神　　　明 8:57 13: 17

城　南　荘 8 :58 13: 18

西　　　町 8:59 13: 19

1
1
1
1
1
1
1
1

E………'｀…………………………………

｜※停留所は一部を除き

｜　京阪宇治交通のバス

　　停と同じです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
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達乳酸菌飲料の配達

　一人暮らしで日常の安否確認が必要な

70歳以上の人に、乳酸菌飲料を配達する

ものです。

〈費　用〉

　無　料

と貸活日常生活用具等の給付と貸与

　一人暮らしやねたきりのお年寄りに必

要な日常生活用具（ベッド･車いす･エア

ーパッド･簡易浴槽･ポータブルトイレな

ど）を給付またはお貸しします。

く費　用）

所得税に応じて、一部または全額

　　　　　（ただし、無料の場合もあります）

　お年寄りに生き生きと毎日の生活を楽

しんでいただくため､老人園芸広場(５力

所)、老人運動広場、老人憩いの部屋(83

ヵ所)を設置。また、老人クラブや老人

福祉センターでもいろいろな活動が行わ

れています。

米
寿
の
お
祝
い
に
赤
座
布

団～
昨
年
よ
り
二
十
五
人
多
い
百
七
十
三
人
に
～

　
今
年
、
め
で
た
く
八
十
八
歳
の
米
寿
を

迎
え
ら
れ
る
の
は
、
昨
年
の
百
四
十
八
人

を
大
き
く
上
回
る
百
七
十
三
人
の
皆
さ
ん
。

敬
老
会
の
会
場
で
赤
座
布
団
を
お
贈
り
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
〈
六
地
蔵
〉

永
谷
　
た
み

　
〈
木
　
幡
〉

美
見
　
五
六
、

本
田
　
千
代
、

桃
井
　
は
な
、

末
口
在
三
郎
、

大
西
　
玉
子
、

水
野
　
知
文
、

橋
本
　
幸
三
、

八
代
　
富
子
、

佐
伯
　
チ
ヨ

道
原
　
す
美

山
鹿
　
喜
ミ

中
村
　
敏
和

谷
口
　
と
き

小
梯
　
あ
さ

熊
野
ス
マ
子

足
立
　
桧
治

中
嶋
ト
ミ
子
、
吉
原
　
清
一

杉
本
さ
わ
の
、
伊
藤
　
幼
恵

小
林
　
密
枝
、
佐
藤
　
花
子

小
和
田
秀
一

　
〈
五
ケ
庄
〉

坂
野
　
　
照
、
三
角
　
長
次

飯
田
　
武
男
、
森
　
　
秀
一

赤
井
勝
太
郎
、
小
出
　
ト
モ

高
原
　
タ
マ
、
山
田
ハ
ル
ヱ

前
島
冨
太
郎
、
藤
田
友
次
郎

中
川
　
孫
蔵
、
阪
田
清
三
郎

薮
内
　
き
ぬ
、
小
西

　
〈
菟
　
道
〉

ひ
で
茂
雄

瀬
戸
口
一
郎
、
太
田
　
宿
世

日
下
部
ヨ
シ
、
永
田
　
ヨ
シ

小
見
山
キ
ク
ノ
、
辻
本
キ
ミ

西
川
ト
ミ
ヱ
、
山
口
　
き
く

呉
竹
　
ゑ
い
、
南
村
　
シ
ナ

池
内
武
男
、
長
谷
川
初
太
郎

吉
水
　
知
柴
、
池
谷
　
ヨ
ツ

　
〈
羽
戸
山
〉

川
戸
　
そ
の

　
〈
志
津
川
〉

梅
原
　
ル
イ

　
〈
炭
　
山
〉

飯
田
仙
一
郎

　
〈
西
笠
取
〉

渡
辺
　
も
と

〈
明
星
町
〉

藤
井
　
勇
三
、
下
城
　
ウ
メ

　
〈
宇
　
治
〉
Ｅ

大
嶋
　
き
み
、
長
谷
川
は
な

松
本
　
ウ
ノ
、
山
田
　
ア
イ

見
越
　
う
の
、
北
尾
　
　
孝

関
　
　
ゆ
き
、
池
下
　
捨
三

池
下
　
カ
ノ
、
寺
田
　
と
よ

大
前
　
キ
ミ
、
山
本
　
ツ
ル

西
川
　
幸
道
、
辻
　
婦
身
江

東
　
　
フ
サ
、
平
井
　
ウ
サ

西
村
　
　
豊
、
清
水
　
ス
ミ

松
井
　
ア
サ
．
山
中
　
乗
煥

小
倉
は
ま
ゑ

　
（
琵
琶
台
〉

石
田
清
之
助
、
加
藤
　
ハ
ル

黒
田
　
一
郎
、
橋
本
　
芳
造

鈴
木
賀
壽
枝

　
〈
天
神
台
〉

中
村
仙
太
郎

　
〈
白
　
川
〉

北
村
ノ
ブ
ヱ

い

い

山
田

米
一
、

田
中
　
ち
ゑ

梅
田
　
チ
ョ

先
浦
キ
ク
ヱ
、
坂
東
マ
ス
ノ

道
下
　
吉
治
、
安
井
　
キ
ク

和
田
　
サ
キ

　
〈
羽
拍
子
町
〉

山
田
　
ハ
ツ

　
〈
横
島
町
〉

古
谷
　
テ
イ
．
中
島
マ
サ
ヱ

井
内
　
き
み
、
福
山
与
四
郎

田
中
幸
四
郎
、
大
西
　
っ
た

金
田
　
と
ら
、
田
仲
　
す
え

北
住
多
賀
重
、
山
賀
　
っ
祢

長
渾
　
キ
ク

　
〈
小
倉
町
〉

西
尾
　
雅
夫
、
岡
本
ヨ
シ
江

小
山
　
恒
子
、
中
村
か
す
江

井
上
　
隆
芳
、
高
橋
　
ま
き

矢
部
　
秀
男
、
新
宮
　
シ
ン

中
司
　
初
江
、
和
田
よ
志
江

小
西
フ
ミ
ヨ
、
西
村
　
り
ゅ

川
上
　
信
、
海
老
名
金
治
郎

川
上
　
元
三
、
角
野
　
う
の

中
出
幸
一
郎
、
栗
田
ミ
ツ
イ

大
西
キ
ミ
ヱ
、
酉
藤
喜
太
郎

山
口
　
セ
ツ
、
川
中
　
よ
り

北
川
　
う
の

　
〈
伊
勢
田
町
〉

高
宮
　
　
演
．
山
田
　
ト
ヨ

兼
岡
八
千
代
、
北
川
ま
さ
江

北
川
マ
ッ
ヱ
、
大
林
　
末
廣

永
宮
　
う
の
．
杉
浦
　
は
な

西
井
　
清
蔵
、
松
山
　
か
の

北
條
　
勝
治
、
伊
藤
　
き
く

中
嶋
　
シ
キ

　
〈
開
　
町
〉

新
美
　
ハ
ナ

　
〈
広
野
町
〉

梶
原
　
歓
三
、
金
丸
　
ひ
な

竹
村
　
ウ
ノ
、
冨
田
　
キ
ョ

望
月
　
た
み
、
垣
見
　
わ
ゑ

古
谷
　
し
ま
、
石
割
　
く
ま

伊
藤
い
ち
ゑ
、
廣
野
　
ち
ゑ

久
米
　
せ
い
．
坂
下
　
春
枝

谷
川
　
り
つ
、
内
藤
タ
ツ
コ

松
山
　
つ
ね
、
安
井
　
ミ
ネ

西
村
奈
良
一
、
酒
井
　
ミ
ツ

束
　
　
美
野

　
（
大
久
保
町
〉

水
田
喜
之
助
、
堀
井
　
英
子

長
谷
川
富
美
、
磯
崎
　
須
美

岩
井
　
キ
ヌ
、
西
野
ナ
ラ
ヱ

林
　
　
伍
一
、
山
口
　
　
祝

敬
老
祝
金

受
け
取
り
は
お
早
め
に

　
敬
老
祝
金
は
、
市
内
二
十
四

力
所
の
支
給
会
場
で
櫛
隻
給

し
ま
し
た
。
ま
だ
営
げ
取
っ
て

い
な
い
人
は
、
十
一
月
三
十
日

㈲
ま
で
に
高
齢
者
福
祉
課
へ
お

Ｓ
-
＾
i
v
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
け
取
り
の
際
に
は
、

既
に
お
送
ジ
し
て
い
る
「
敬
老

祝
金
支
給
案
内
」
の
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
必
ず

押
印
の
う
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

は
が
き
が
な
い
と
受
け
取
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
尽
ぐ
だ
さ
い
。

　
は
が
き
を
紛
失
し
た
人
は
、

本
人
を
証
明
す
る
も
の
（
健
康

保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

在宅ねたきり老人
介護者リフレッシュ事業

申し込みは９月22日出まで

　
市
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
て

好
評
ｔ
得
ま
し
た
「
在
宅
ね
た

き
ひ
老
人
介
護
者
リ
フ
レ
″
シ

ュ
事
業
」
蔵
今
年
も
次
の
と

お
的
一
行
い
求
Ｋ

　
こ
の
事
業
は
、
ね
た
き
り
の

お
年
寄
り
な
ど
の
介
護
者
の
、

介
護
筑
れ
の
解
消
と
元
気
回
復

が
目
的
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
間
、
午

前
1
1
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
。

…
花
や
に
ｘ
浮
舟
園
（
宇
治
塔

川
2
0
）
▼
内
容
・
：
食
事
と
懇
談

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
お
お
む

ね
6
5
歳
以
上
の
ね
た
き
忿
叉

等
の
主
な
介
護
者
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
所
定
の
申
込
書

で
９
月
2
2
日
出
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
高
齢
者
福
祉
課

（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
郵
送
か

直
接
来
庁
で
▼
問
い
〈
Ｂ
せ
・
・
・

同
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３

３
３
）
へ
▼
共
催
・
・
・
宇
治
明
星

園
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
▼
協

力
・
：
宇
治
市
民
生
嬰
ｍ
ｍ
協

議
会
、
宇
治
市
ね
た
き
豆
叉

介
護
者
（
家
族
）
の
〈
弓

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

条件や料金などくわしくは

高齢者福祉課(内線333)へ

大久保方面

三軒家方面

名木方面

浮面方面



1990年（平成２年）９月11日発行（4)宇1台　rp 攻　だ　よ　り第893号

９月21日から木幡公民館で

幼児家庭教育学級の日程表

回 月日 テ　ー　マ 講　師

１ 9/21
吻
開講式、オリエンテーション

歌でつなぐ親子の
　　コミュニケーション

コーラス指導者
　　板倉　和子さん

２ 9/27
困
子育ての悩み

紋育委員会指導主事
　　片岡　光さん

３ :o/3
　團
幼児期の心り発達

京都教育大学教授
　　相田　貞夫さん

４ 10/ 8　(月)
子育てと家計 華頂短期大学助教授

　　大久保克子さん

５ 10/19
　吻
食事の工夫m理実習) 保健予防課栄養士

６ 10/22
　卯
楽しい絵本 児it文学研究者

　　大野　由美さん

７ 10/31
　伽
心豊かな子に育てる

公民館連営審譲会委貝長

　　笠嶋　教IISさん

８ 11/6　(火)
子育ての体験から
学習のまとめ

教育委貝会　頼成　綾子参事

　
木
幡
公
民
館
で
は
、
次
の
と
お

り
、
幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
き

ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
三
歳
前
後
の
幼

▲グループに分かれての話し合い

　(昨年の幼児家庭教育学級から)

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
最
近
、
急
激
に
レ
ン
タ
ル
シ

ョ
ッ
プ
が
増
え
、
市
内
で
も
よ

く
見
か
け
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
し

た
。
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
を
は
に
あ

旅
行
用
の
大
型
ト
ラ
ン
ク
や
生

活
用
品
な
ど
、
何
で
も
借
り
ら

れ
ま
ず
。
し
か
し
、
便
利
に
な

っ
た
反
面
、
ト
ラ
ブ
ル
も
い
ろ

い
ろ
起
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
レ
ン
タ

ル
」
と
「
リ
ー
ス
」
の
違
い
や

問
題
点
に
つ
い
て
考
岑
手
一
。

レ
ン
タ
ル
と
リ
ー
ス
は
、
商
品

盈
購
入
し
な
い
で
、
賃
借
料
を

支
払
っ
て
使
用
す
る
点
は
同
じ

で
す
が
、
契
約
上
は
、
大
き
な

児
の
親
を
対
象
に
、
子
供
の
成
長

と
家
庭
教
育
の
あ
り
方
蔵
講
師

と
と
も
に
、
み
ん
な
で
考
凡
て
い

こ
う
と
い
ラ
も
の
で
す
。

　
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民

館
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受

講
料
・
：
無
料
（
調
理
実
習
の
教
材

費
は
自
己
負
担
）
▼
保
育
…
２
歳

以
上
の
幼
児
を
2
0
人
ま
で
。
申
し

込
み
は
受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ

て
。
お
や
つ
代
４
０
０
円
か
必
要

▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公
民
館
（
e

3
2
・
8
2
9
0
）
へ
電
話
か
来
館

で
。
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

－
　
行
用
品
な
ど
、
レ
ン
タ
ル
会
社

　
が
持
っ
て
い
る
在
庫
物
品
を
、

　
利
用
者
に
短
期
間
貸
す
際
、
レ

　
ン
タ
ル
会
社
と
利
用
者
の
間
で

　
結
ば
れ
る
契
約
で
す
。
い
つ
で

　
も
、
。
あ
る
い
は
一
定
期
間
過
ぎ

　
る
と
、
中
途
解
約
が
認
め
ら
元

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
講
師
を
迎
え
て

英
会
話
入
門
講
座

　
現
代
計
石
に
お
い
て
、
国

際
感
覚
か
養
い
、
諸
外
国
の

人
だ
ち
と
交
流
し
て
い
く
に

お
知
ら
せ

　
歴
史
散
策

　
広
野
に
は
、
古
代
、
豪
族
の
古

墳
が
造
ら
れ
、
寺
院
も
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
康
之
、
近
代
で
は
、
淀

藩
に
よ
っ
て
町
つ
く
昨
］
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
豊
か
な
歴
史
が
展
開
さ

れ
て
或
蛋
し
た
。
今
回
の
歴
史
散

策
で
は
、
広
野
の
史
跡
か
見
学
し
、

そ
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
㈲
、
午
後

１
時
半
～
４
時
。
集
合
は
中
央
公

民
館
会
議
室
▼
行
金
九
・
・
・
小
根
尾

の
住
宅
街
↓
庵
寺
山
古
墳
↓
淀
藩

煙
硝
蔵
↓
広
野
廃
寺
↓
広
野
神
明

－

ル
か
よ
く
ぁ
り
求
ふ
ら
、
注

意
し
て
契
約
す
る
必
要
が
あ
り

毒
了
。

　
リ
ー
ス
は

　
中
途
解
約
で
き
な
い

　
リ
ー
ス
契
約
は
、
利
用
者
が

借
り
て
見
る
、
借
り
て
使
う

　
レ
ン
タ
ル
と
リ
ー
ス
の
違
い
は
？

違
い
が
あ
る
の
で
す
。

　
レ
ン
タ
ル
は

　
中
途
解
約
が
で
き
る

　
レ
ン
タ
ル
契
約
は
、
車
、
ビ

デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
、
衣
服
、
海
外
旅

て
ぃ
ま
乙
、
品
物
の
保
守
・

修
理
は
、
レ
ン
タ
ル
会
社
が
負

担
し
ま
す
。
し
か
し
、
レ
ン
タ

ル
料
以
外
に
、
保
証
金
、
運
送

料
な
ど
が
必
要
な
場
合
や
、
品

物
の
紛
失
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ

電
話
機
、
ワ
ー
プ
ロ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
、
車
な
ど
の
商
品
を

指
定
し
て
、
長
期
間
借
り
る
場

合
の
契
約
で
す
。
リ
ー
ス
期
間

は
、
三
上
〈
年
と
比
較
的
長
く
、

中
途
解
約
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

は
、
ま
ず
芯
諮
か
？
ト

　
小
倉
公
民
館
で
は
、
簡
単
な
日

常
英
会
話
が
で
き
る
ぷ
フ
、
次
の

と
お
旦
霞
一
話
入
門
講
座
を
開
き

未
了
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
９
月
2
0
日
團
・

2
7
日
團
＝
英
会
話
の
基
礎
的
な
知

識
と
簡
単
な
単
語
と
発
音
、
1
0
月

社
（
解
散
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
歴
史
資
料
館
（
容
2
0
・
1

3
1
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
宇
治
市
統
計
書

　
　
　
　
　
　
刊
行

　
平
成
元
年
恋
歌
の
宇
治
市
統
計

書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、

宇
治
市
に
関
す
る
基
礎
的
な
数
字

か
ｉ
と
め
た
も
の
で
す
。
ご
希
望

の
人
に
は
、
企
画
課
（
本
館
三
階
）

で
、
一
部
千
円
で
頒
布
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
1
2
日
出
、
午
後

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

せ
ん
の
で
、
途
中
で
や
の
て
も

契
約
額
の
全
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
商
品
の
保
守
管
理
責

任
は
利
用
者
が
負
う
こ
と
に
な

堅
添
ｙ
。
利
用
者
が
事
業
者
の

場
合
は
、
商
品
の
所
有
権
は
取

得
１
歪
笹
ん
が
、
税
務
上
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
ぶ
し
、

消
費
者
の
場
合
は
、
こ
ラ
し
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
電
話
機
、
複
写
機
、

衣
服
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー

ス
は
、
訪
問
販
売
で
契
約
し
た

場
合
、
「
訪
問
販
売
等
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
八
日
間
の

ク
Ｌ
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
唇

４
日
團
・
1
1
日
閑
・
1
8
日
團
＝
日

常
英
会
話
（
日
常
の
あ
い
さ
つ
・

電
話
・
時
・
場
所
・
紹
介
な
ど
の

こ
と
ぱ
）
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
Ｌ
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
引
き
続
い

て
サ
ー
ク
ル
で
活
動
で
き
る
人

▼
定
員
・
・
・
3
5
人
（
先
着
順
）
▼
講
師

…
フ
″
リ
ッ
プ
ス
大
学
日
本
校
講

師
・
ボ
ラ
ー
ド
ー
ケ
リ
鳶
λ
▼
受

講
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
小
倉

公
民
館
（
豊
2
2
・
４
６
Ｒ
７
）
へ
電

話
か
来
館
で
。
　
（
小
倉
公
民
館
）

や
）
▼
内
容
・
・
・
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
▼
対
象
・
：
３
・
４
歳
児
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
市
民
軟
式
テ
ニ
ス
デ
ー

　
初
心
者
の
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か

れ
ま
で
］
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
5
日
㈲
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
東
山
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
持
ち
物
・
・
・
ラ
ケ
″
ト
、
ボ
ー

ル
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
的
場
一
さ
ん

（
豊
4
3
・
1
2
8
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
市
民
総
体
軟
式
テ
ニ
ス

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
面
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
…
○
一
般

男
女
＝
高
校
生
以
上
○
壮
年
男
女

－
4
5
歳
以
上
▼
参
加
費
・
・
・
Ｉ
チ
ー

ム
８
０
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
９
月

2
0
日
團
ま
で
に
、
電
話
か
は
が
き

で
的
場
一
さ
ん
（
広
野
町
中
島
1
3
、

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

　
英
会
話
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
蓉
詞
Ａ
１
１
月

2
7
日
脚
の
毎
週
火
曜
日
、
1
0
回
。

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
・
・
2
0

人
▼
受
講
祭
・
・
3
0
0
0
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）
▼
講
師
・
：
デ
ボ

ラ
ー
ウ
ォ
ー
レ
ス
さ
ん
’
（
米
国
）

▼
申
し
込
み
・
：
９
月
2
0
日
俐
ま
で

に
同
会
館
（
豊
4
6
・
0
7
8
0
）

へ
。
　
　
　
　
’
（
商
工
観
光
課
）

き
4
3
・
1
2
8
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
清
掃
施
設
見
学
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
9
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
愈
大
決
行
）

▼
見
学
先
・
・
・
沢
第
二
清
掃
工
場
・

沢
。
コ
ミ
中
継
場
・
折
居
清
掃
工
場

（
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
）
▼
定
員
…

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料

（
昼
食
あ
り
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
城
南

衛
生
管
理
組
合
広
報
課
（
ａ
０
７

５
・
６
３
１
・
5
1
7
1
）
へ
電
話

で
。
　
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

　
府
政
を
見
る
会

　
▼
と
さ
・
・
・
９
月
2
6
日
團
、
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
（
雨
天
決
行
）

▼
見
学
先
・
：
府
立
陶
工
高
等
技
術

専
門
学
校
（
京
都
市
東
山
区
）
・
京

都
府
議
会
棟
（
上
京
区
）
。
貸
し
切

り
バ
ス
利
用
▼
対
象
…
市
民
（
子

供
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼

定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
（
昼
食
あ
り
）
▼
申
し
込
み

・
：
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
４
３

１
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
必
一
）

忘
れ
ま
せ
ん
ベ
ル
ト
と
マ
ナ
ー
と
思
い
や
り

９
月
１
１
日
～
２
０
日
は
高
齢
者
交
通
安
全

旬
間

　
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
「
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間
」

の
運
動
が
展
開
さ
れ
牛
子
。

　
平
戌
元
年
中
に
市
内
で
発
生

し
た
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

の
交
通
事
故
で
、
死
傷
者
は
八

十
九
人
。
全
体
♀
二
百
九
十

二
人
）
の
六
・
九
％
m
i
め
て

い
毒
了
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
、

自
転
車
運
転
中
が
二
十
五
人
で
、

最
も
多
く
な
っ
て
い
未
了
。

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
ぐ

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
９
月
2
9
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
４
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
栞
体
育
館
▼
対
象
…
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
ぐ
）
▼
定
員
・
：

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・
1

0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み

・
：
９
月
1
6
日
面
、
午
前
９
時
か
ら
、
‘

黄
柴
体
育
館
（
酋
3
3
・
4
0
0
1
）

へ
。
顔
写
真
（
３
？
×
２
・
５
ｔ
）

が
必
要
。
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
3
0
日
面
、
午
後

１
時
１
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
…
2
4
人
▼

材
料
費
…
1
2
0
0
円
▼
内
容
・
・
・

秋
の
和
風
料
理
▼
持
ち
物
・
・
・
エ
プ

ロ
ン
・
筆
記
具
・
持
ち
帰
り
容
器

▼
申
し
込
み
・
・
・
９
月
2
5
E
㈹
ま
で

に
同
会
館
（
豊
4
6
・
0
7
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
第
十
一
回
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
″

バ
ル
タ
次
の
と
お
り
開
催
し
康
す

　
出
演
盈
猫
畢
る
団
体
は
、
中

央
公
民
館
（
豊
2
0
・
1
4
1
1
）

へ
電
話
か
来
館
で
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
1
1
月
2
5
旦
凹
▼
と
こ

ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
・

中
央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
出
演

資
格
・
・
・
市
内
を
中
心
に
児
童
文
化

の
向
上
を
目
指
し
了
匹
動
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
（
人
形
劇
、

影
絵
、
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
絵
本
、
ぬ

い
ぐ
る
み
劇
、
民
俗
芸
能
、
合
奏
、

合
唱
、
手
あ
そ
び
な
ど
）
▼
目
的

・
・
・
①
日
常
の
活
動
成
果
の
発
表
②

サ
ー
ク
ル
相
互
の
交
流
③
市
民
文

化
の
向
上
▼
そ
の
他
・
：
開
催
前
に

３
回
程
度
、

ま
す
。

実
行
委
員
会
を
開
き

　
　
（
中
央
公
民
館
）

す
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
交
通

ル
ー
ル
か
身
に
付
け
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
か
。
家
庭
や
書
幻

り
の
人
々
も
、
高
齢
者
の
特
性

か
ま
く
理
解
し
、
気
心
舟
け
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
〈
高
齢
者
の
事
故
を

　
　
　
　
　
防
ぐ
た
め
に
〉

　
○
家
庭
や
職
場
で
高
齢
者
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
話
見
回

ま
し
ょ
う
。

　
○
外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ

　9月は障害者雇用促進運動月間

心身障害者に働く場を

　
九
月
は
、
障
害
者
雇
用
促
進

運
動
月
間
で
す
。

　
心
身
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

と
安
定
の
た
め
に
は
、
障
害
者

自
身
の
職
業
的
自
立
と
不
断
の

努
力
に
加
え
て
、
広
く
社
公
一
全

体
、
と
的
わ
け
事
業
主
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　
市
内
に
は
、
十
八
歳
以
上
の

心
身
障
害
者
が
約
三
千
九
百
人

お
ら
元
、
働
く
障
害
者
は
増
え

て
き
て
い
未
了
。
し
か
し
、
今

な
お
、
多
く
の
障
害
者
が
、
働

く
意
欲
か
痔
ち
な
が
ら
、
職
場

を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
ま
ず
。

　
　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
事
業

主
の
責
務
と
し
て
「
障
害
者
の

イ
バ
ー
の
目
に
つ
き
や
す
い
よ

う
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

雇
用
に
関
し
、
社
会
連
帯
の
理

念
に
蔑
つ
き
、
障
害
者
で
あ
る

労
働
者
が
有
為
な
職
業
人
と
し

て
自
立
ト
ｙ
Ｚ
す
る
努
力
に

そ
の
能
力
か
正
当
に
評
価
し
、

適
当
な
雇
用
の
場
を
与
凡
る
と

と
も
に
適
正
な
雇
用
管
理
か
行

う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
β
れ
て
い
未
了

　
ま
た
、
障
害
者
雇
用
率
（
全
従

業
員
に
占
め
る
障
害
者
の
率
）

は
、
一
般
民
間
企
業
で
は
Ｉ
・

六
％
と
な
っ
て
い
未
７
．

　
雇
用
の
助
成
金
や

　
適
応
訓
練
に
給
付
金

　
心
身
障
害
者
な
戸
就
職
が
特

に
困
難
な
人
を
、
公
共
職
業
安

定
所
の
紹
介
で
、
継
続
し
て
雇

用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入

れ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
賃

金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
求
ｙ
。

　
　
1
1
1
1
1
『
Ｉ
四
四
　
■

　
ま
た
、
そ
の
事
業
所
に
雇
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
際
の

職
場
で
作
業
環
境
に
適
応
す
る

た
め
の
訓
練
奮
竹
フ
ど
、
事
業

主
に
は
訓
練
費
が
、
受
講
者
に

は
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
が
、

そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
未
了
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
公
共
職
業

安
定
所
（
a
2
2
・
２
４
～
）
か

囲
京
都
府
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
協
会
（
豊
０
７
５
・
４
５
１
・

7
3
6
6
）
へ
問
い
ふ
Ｂ
せ
鳥

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

1160

幼児家庭教育学級

第
1
1
回
　
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演
団
体
を
募
集

9
月
1
1
日
2
0
日
は
高
齢
者
交
通
安
全
旬
間
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